
無料
Free
Magazine

https://web-iju.info/
No.422022

冬 号無料
Free
Magazine

https://web-iju.info/
No.422022

冬 号無料
Free
Magazine

https://web-iju.info/
No.422022

冬 号

はじめるはじめる
農農・・林林・・漁業漁業

特集

で雇用

大好評連載中！
第40回農園歳時記

表1



表２



1かくし

2022
冬号 No.42 CONTENTS

10 コラム　農園歳時記　第 40 回　時間が見えてくる　中村 顕治

雑誌オンライン 検  索IJU 検  索

iju info（イジュウ インフォ）
●配布場所

都道府県農業会議、青年農業者等育成センター、林業労働力確保支援センター、漁業就業者確保育成センター、
ハローワーク、ジョブカフェ、農林漁業関係学校、図書館、東京都内の駅の一部など全国約4,000カ所

●ホームページ　https://web-iju.info

16 I・J・U ターン農林漁業就業相談窓口

発行人／稲垣照哉　編集人／砂田嘉彦
発行／全国農業委員会ネットワーク機構
          
　　　〒102-0084 東京都千代田区二番町9-8
協力／都道府県農業会議（都道府県農業委員会ネットワーク機構）
印刷・編集協力・DTP ／株式会社丸井工文社　
本誌に関するお問い合わせは　TEL.03（6910）1131
iju infoは全国農業会議所の登録商標です。® iju info

（ 一 社 ） 全 国 農 業 会 議 所

02 特集　雇用ではじめる 農・林・漁業
04 農業　子育てと仕事を両立　雇用就農で理想の暮らし

　　　群馬県昭和村　 冨内 惟さん
06

08

林業　林業の可能性に夢を託す　奈良の山間で始めた新生活
　　　奈良県野迫川村　吉川 弘修さん
漁業　夢をかなえる事で満足せず　付加価値を高める方法も探求　
　　　三重県尾鷲市　中井 恭佑さん

広告 一般社団法人 全国農業協同組合中央会
日本農業技術検定
公益社団法人 秋田県農業公社
公益社団法人 岐阜県森林公社
山口県農業法人協会
株式会社 アソウ・ヒューマニーセンター
公益社団法人 大分県農業農村振興公社
一般財団法人 石川県水産振興事業団
株式会社 ワークエントリー
一般社団法人 全国農業協同組合中央会

11
12
13

14

15

【お詫び】2022夏号No.41の特集面の漁業の記事で、長崎県雲仙市の「岸本浩之さん」とあるのは、
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自
営
業
と
雇
用
を
比
べ
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
点
で
対
照
的
だ
（
表
１
）。
自
営
業
は
、
自
由

度
が
高
く
、
収
入
も
青
天
井
な
一
方
で
、
あ
ら
ゆ

る
責
任
を
自
分
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
相
当

の
覚
悟
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

雇
用
は
、
リ
ス
ク
を
抑
え
て
始
め
る
こ
と
が
で

き
、
収
入
や
休
日
を
安
定
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
が

メ
リ
ッ
ト
だ
。

　

ど
ち
ら
も
一
長
一
短
だ
が
、
一
次
産
業
に
初
め

て
取
り
組
む
人
や
、
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
に
抵
抗

感
が
あ
る
人
は
、
雇
用
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
な

る
。

　

一
次
産
業
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
状
況
を
見

て
み
る
と
、
直
近
10
年
の
有
効
求
人
倍
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
（
表
２
）。
平
成
24
年
度
は
０
・
８
２

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
右
肩
上
が
り
で
、
平
成

30
年
度
に
は
１
・
５
８
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
を
受
け
、

求
職
者
数
が
や
や
増
加
し
、
令
和
３
年
度
は
１
・

３
０
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
昔
前
と
比
べ
る
と
、
有
効
求
人
数
は
大
幅
に

増
え
て
お
り
、
全
国
で
一
次
産
業
の
担
い
手
が
不

足
が
し
て
い
る
こ
と
や
法
人
の
従
業
員
採
用
が
一

般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
等
が
読
み
取
れ
る
。

　

地
方
移
住
に
関
心
が
あ
る
人
か
ら
す
る
と
、
こ

う
し
た
状
況
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
言
え
る
。
仕
事
探

し
は
移
住
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
だ
が
、
無
理
に

独
立
就
業
し
な
く
て
も
、
雇
用
に
よ
っ
て
、
移
住

を
成
功
さ
せ
る
道
が
よ
り
一
般
的
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

雇用 比較項目 自営業
低い 自由度 高い

安定している 収入 安定していない
低い 収入の成長性 高い

少ない 初期投資 多い
低い 難易度 高い
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　移住がきっかけで働き方が大きく変わる人は多い。だが、新たな環境を求
めて「いざ開業だ！」と意気込んでいる人はちょっと待ってほしい。移住先
で自営業の道を歩むのか、雇用の道を歩むのかは非常に重要な選択だ。
　自営業は自由になんでもやれる一方でリスクも大きい。自然の中で安定
した生活を送りたいのであれば、雇用という働き方も視野にいれておくべ
きだ。理想のライフスタイルを実現するにはどうすればよいか、広い選
択肢から比較・判断できるようにしておこう。
　今回は、雇用によって移住を成功させた３人の声を聞いてみた。

安定を求めるなら雇用　求人数は増加傾向

で雇用
はじめる
農・林・漁業
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表２　求人、求職及び求人倍率の推移

 有効求人　  有効求職　  有効求人倍率
出典：厚生労働省「職業安定業務統計」より作成。
ハローワーク（全国）の農林漁業の職業紹介状況（常用＋常用パート（臨時、季節を除く））

表１　雇用と自営業の比較



求人やガイダンス等の情報収集
　情報収集の手段は、大きく分けてウェブサイトの活用と相談窓口（16 ～ 20 頁参照）やハローワークなどの訪問の２つ。
まずは手軽にアクセスできるウェブサイト上で、求人情報、ガイダンス、支援情報などを確認してみよう。将来的なビジョ
ンがイメージできてきたら相談窓口やハローワークでより具体的なアドバイスを受けることができる。

インターンシップやフェアへの参加
　「新・農業人フェア」「森林の仕事ガイダンス」「漁業就業支援フェア」などに参加したり、インターンシップで実際に
仕事を体験してみよう。フェアやインターンシップの情報は①のウェブサイトや相談窓口から入手できる。より実践的な
経験を積みたいのであれば、一次産業の専門学校でノウハウを学んだり、先進的な法人の元で研修を受けるケースもある。

応  募
　求人サイトやハローワークから求人に応募しよう。応募の際は、就業形態や仕事内容をよく確認しておくこと。全国農
業図書の「農業の雇用シリーズ」は、「①従業員採用」「②労務管理」「③労働保険・社会保険」「④就業規則」「⑤給与計算」

「⑥人事評価制度」の６冊をそろえており、これから就業する人にも参考になる内容となっている。

全国農業図書ホームページ：https://www.nca.or.jp/tosho/

就  職
　就職後、最初の数ヵ月は試用期間となる場合もあるので気を抜かないようにしよう。雇用期間中に培った経験を生かし
て、その後独立するケースも多い。法人によっては、独立を支援してくれることもあるので、何年か先の独立を見据えて
まずは雇用で働いてみるのも一つの選択肢だ。

1

2

3

4
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就職までのおおまかな流れ

農業を
はじめる.jp

「緑の雇用」
RINGYOU.NET 漁師.jp

マイナビ
農林水産
ジョブアス

　上記で紹介したウェブサイトでは、一次産業に就業する際の支援制度が紹介されているが、移住者に対しての支援もある。事前に
移住相談窓口を訪問して、受けられる支援制度を整理しておこう。ここでは、知っておきたい制度の一例を紹介する。

　 移住支援金（世帯：最大 100 万円、単身：最大 60 万円）
　 東京 23 区に在住または通勤する方が、東京圏外へ移住し、起業や就業等を行う方に、都道府県・市町村が共同で交付金を支給。

　 起業支援金（起業に要した経費の 1/2、最大 200 万円）
　 地域の課題に取り組む「社会性」「事業性」「必要性」　の観点をもった起業等（社会的事業）を支援。
　 ※移住支援金・起業支援金の詳細は「内閣官房・内閣総合サイト地方創生」を参照。

https://www.chisou.go.jp/sousei/shienkin_index.html
　 自治体ごとの支援制度
　� 全国の自治体ごとに、移住者への応援金や住宅補助、結婚・子育てに関する支援など、さまざまな制度がある。
　 JOIN（（一社）移住・交流推進機構）ウェブサイトでは、自治体ごとの支援制度を簡単に検索できる。

https://www.iju-join.jp/support_search/index.html

移住の前に支援制度をチェックしよう！
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2

3



子
育
て
と
仕
事
を
両
立

雇
用
就
農
で
理
想
の
暮
ら
し

【
と
み
う
ち 

ゆ
い
】　

千
葉
県
出
身
。
中
学
校
の
教
員
だ
っ
た
が
、

自
然
豊
か
な
環
境
を
求
め
て
転
職
。
㈱
サ
イ
エ
ン
ズ
で
出
会
っ
た
勇

吾
さ
ん
と
結
婚
し
、二
人
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
中
。

群
馬
県
昭
和
村  

冨
内 

惟
さ
ん
（
32
歳
）

農
業
歴
：
9
年

雇
用
で
は
じ
め
る
農・林・漁
業

特 集
feature
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自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
憧
れ

中
学
校
教
員
か
ら
農
業
の
世
界
へ

　

サ
イ
エ
ン
ズ
に
就
職
し
て
９
年
目
に
な
る
冨
内

さ
ん
。
従
業
員
の
大
半
が
20
代
の
若
手
で
構
成
さ

れ
て
い
る
同
社
で
は
、
経
験
豊
富
な
先
輩
社
員
と

し
て
活
躍
中
だ
。

　

そ
ん
な
冨
内
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
は
千
葉
県

内
で
中
学
校
の
教
員
と
し
て
働
き
始
め
た
。
２
年

間
勤
め
る
う
ち
に
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
仕

事
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
か
ら
興

味
の
あ
っ
た
農
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

教
員
と
し
て
働
く
傍
ら
、
空
い
た
時
間
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
就
農
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
な

り
、
求
人
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
の
が
サ
イ
エ
ン
ズ

だ
っ
た
。

　
「
退
職
後
、
最
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
約

８
ヵ
月
間
サ
イ
エ
ン
ズ
で
働
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

い
く
つ
か
の
農
業
法
人
を
経
験
し
、
正
社
員
と
し

て
再
び
同
社
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

竹
之
内
社
長
か
ら
は
、『
仕
事
の
腕
に
磨
き
を
か

け
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
』
と
歓
迎
し
て
も
ら
え

ま
し
た
。
社
長
の
人
柄
の
お
か
げ
か
、
明
る
い
雰

囲
気
で
働
け
る
こ
と
が
こ
の
会
社
に
決
め
た
最
大

の
理
由
で
す
ね
」

　

雇
用
就
農
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
安
定
し
た
働
き
方
が
で
き
る
の
が
雇
用
就

農
の
最
大
の
魅
力
で
す
。
休
日
は
月
に
８
日
ほ
ど

取
得
で
き
ま
す
し
、
毎
月
給
与
が
支
給
さ
れ
る
安

心
感
が
あ
り
ま
す
。
独
立
就
農
と
比
べ
る
と
、
初

期
投
資
が
か
か
ら
な
い
し
、
失
敗
の
リ
ス
ク
を
減

ら
せ
る
の
で
、
い
ず
れ
独
立
を
目
指
す
方
で
あ
っ

て
も
ま
ず
は
雇
用
就
農
か
ら
経
験
を
積
ん
で
み
る

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ズ
で

は
産
休
・
育

休
制
度
が
あ

る
の
も
助
か

り
ま
し
た
。

私
自
身
、
今

は
育
休
を
取

得
中
で
、
二

人
の
子
育
て

と
仕
事
を
う

ま
く
両
立
す

る
こ
と
が
で

き
て
い
ま

冨内さんが入社した当初は約 25ha だった経営面積は
今では約 70ha まで拡大した。
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す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

産
休
・
育
休
前
後
の
仕
事
内
容
は
、
育
苗
管
理

や
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
を
主
に
担
当
し
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ズ
で
は
、
レ
タ
ス
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・

白
菜
な
ど
の
作
物
を
中
心
に
約
70 

ha
を
経
営
し
て

い
る
が
、
冨
内
さ
ん
の
苗
づ
く
り
の
技
術
が
大
い

に
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

竹
之
内
社
長
に
よ
る
と
、
良
い
苗
を
作
る
た
め

に
は
丁
寧
で
正
確
な
仕
事
と
、
日
々
の
苗
の
状
態

に
注
意
深
く
気
を
配
る
観
察
力
が
要
求
さ
れ
る
の

で
、
女
性
の
強
み
を
発
揮
し
て
社
内
で
は
欠
か
せ

な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
農
作
業
の
基
本
と
な
る
収
穫
や
梱
包
の

経
験
も
積
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
会
社
の
状
況
に

合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
活
躍
で
き
る
冨
内
さ
ん
に

は
助
け
ら
れ
る
場
面
が
多
い
の
だ
と
い
う
。

自
分
に
合
っ
た
職
場
を
見
つ
け
る

そ
れ
が
移
住
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

　

移
住
を
決
め
て
か
ら
は
、
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
農
業
体
験
に
応
募
す
る
こ
と

か
ら
始
め
た
。
サ
イ
エ
ン
ズ
と
の
最
初
の
出
会
い

も
２
泊
３
日
の
農
業
体
験
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に

農
業
の
現
場
を
知
ら
な
か
っ
た
冨
内
さ
ん
に
と
っ

て
、
実
際
に
農
作
業
を
体
験
で
き
る
機
会
は
非
常

に
有
意
義
で
、
就
農
後
の
働
き
方
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
そ
う
だ
。
時
に
は
福

井
県
や
熊
本
県
の
農
業
法
人
ま
で
足
を
運
び
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
き
た
の
で
、
ど
ん
な
農
業

法
人
・
ど
ん
な
環
境
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
を

比
較
・
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

冨
内
さ
ん
が
、
サ
イ
エ
ン
ズ
に
正
社
員
と
し
て

就
職
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
他
社
に
は
な
い
魅

力
を
改
め
て
実
感
で
き
た
か
ら
だ
。
冨
内
さ
ん
が

特
に
重
視
し
て
い
た
の
が
職
場
の
雰
囲
気
で
、
竹

之
内
社
長
の
明
る
い
人
柄
や
従
業
員
が
若
手
中
心

で
わ
い
わ
い
や
っ
て
い
け
る
社
風
か
ら
、「
こ
こ

な
ら
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
感
じ
た
と

い
う
。

　

竹
之
内
社
長
は
従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
農
業
法
人
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
他
の
業
種
の
会
社
と
な
に
も
変
わ
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
業
員
に
気
持
ち
よ
く

働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
待
遇
の
向
上
は
大
事

で
す
し
、
仕
事
を
効
率
化
し
て
で
き
る
だ
け
負
担

を
軽
減
し
な
が
ら
最
大
限
の
成
果
が
出
せ
る
仕
組

み
作
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
み
ん
な
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
今
後
も

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
。

　新規就農で大事なことは、5～10年先の将来像を思い描くこ
とです。長く農業を続けていくためには、どんな作物をどれくら
い販売しないといけないのか、どうやって販路を確保するのか
等、現実的な問題と向き合わなければなりません。「農業が好き」

という気持ちはもちろん大事ですが、それ
だけでは生計を立てるのは難しいです。
雇用就農の場合は、入社前に会社の将来
性についてよく確認しておくことをお勧
めします。冨内さんのように移住を伴う
場合は、地域の選び方も重要です。将

来的にかなえたいビジョンを明確
にして、計画的に段取りをす
ることが大切ですね。

長く続けるためには長く続けるためには
事前の準備が大切です事前の準備が大切です

冨内さん

　移住してからは、心穏やかに過ごせる時間が増えました。ふ
とした時に山の紅葉などを見て季節の変化を肌で感じられるの
は田舎暮らしの醍醐味ですね。
　子育ても、のびのび育てられる今の環境で良かったと思いま
す。休日は家族でいちご狩りに行ったり、畑の周りを散歩した
り、落ち着いた日々を過ごしています。子供の頃から、田舎の
生活に興味を持っていたので、それがかなって
満足のいく毎日ですね。

家族で過ごす時間を大事に家族で過ごす時間を大事に
移住地で自然に囲まれた日々移住地で自然に囲まれた日々

株式会社サイエンズ
代表取締役

竹之内 光昭さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

↑夫の勇吾さんとは、職場でも家庭でも協力し
あっている。

↑イタリアの野菜「カーボロネロ」の梱包を行
う冨内さん。

↑信頼できる同僚たちと切磋琢磨しながら充実
した日々を過ごしている。
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【
よ
し
か
わ 

こ
う
す
け
】　

兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
。
前
職
は
材
木
屋
で
、

そ
れ
以
前
に
も
釣
り
具
店
な
ど
へ
の
勤
務
経
験
が
あ
る
。
今
年
２
月
か
ら

奈
良
県
吉
野
郡
野
迫
川
村
へ
移
住
し
、
同
地
の
津
田
林
業
へ
就
職
。
は
い

積
み
作
業
で
は
重
機
操
作
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

奈
良
県
野
迫
川
村  

吉
川 

弘
修
さ
ん
（
38
歳
）
林
業
歴
：
９
ヵ
月

林
業
の
可
能
性
に
夢
を
託
す

林
業
の
可
能
性
に
夢
を
託
す

奈
良
の
山
間
で
始
め
た
新
生
活

奈
良
の
山
間
で
始
め
た
新
生
活

き
っ
か
け
は
林
業
の
動
画

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
移
住
へ

　

今
年
２
月
か
ら
奈
良
県
の
野の

せ
が
わ

迫
川
村
へ
移
住

し
、
同
地
の
津
田
林
業
で
働
き
始
め
た
吉
川
弘
修

さ
ん
が
、
林
業
へ
の
転
職
を
検
討
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
１

本
の
動
画
だ
っ
た
。
趣
味
の
釣
り
動
画
に
関
連
し

て
た
ま
た
ま
表
示
さ
れ
た
林
業
の
動
画
を
興
味
本

位
で
視
聴
す
る
と
、
林
業
従
事
者
が
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
自
在
に
操
り
伐
採
す
る
姿
に
す
っ
か
り
魅

了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

前
職
は
材
木
屋
で
あ
り
、
木
に
携
わ
る
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
吉
川
さ
ん
。
動
画

で
興
味
を
持
っ
た
林
業
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

と
、
林
業
は
伐
採
だ
け
で
な
く
間
伐
や
植
林
、
造

材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
し
て
お
り
、
木
を
切

る
だ
け
で
は
な
い
、
自
然
や
人
の
た
め
に
な
る
仕

事
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
日
本
の
国

土
の
約
70
％
は
森
林
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
も
知
り
、「
や
り
方
次
第
で

は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
」
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
厚
生
労
働
省
が
支
援
す
る
無
料

職
業
訓
練
「
建
設
業
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
を
活
用
し
、

玉
掛
け
技
能
講
習
・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習
・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を

受
講
し
て
資
格
を
取
り
、
す
ぐ
に
林
業
へ
転
職
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
と
い
う
。
次
に
奈
良
県

で
行
わ
れ
た
20
日
間
の
林
業
就
業
支
援
講
習
に
参

加
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
の
扱
い
方
、
安

全
講
習
な
ど
、
林
業
の
下
地
と
な
る
知
識
と
基
礎

を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
奈
良
県
の
人
々
の
林
業
に
対

す
る
非
常
に
真
剣
で
前
向
き
な
姿
勢
も
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

　

そ
の
熱
意
に
触
れ
、
奈
良
県
へ
移
住
し
た
い
と

い
う
想
い
が
湧
い
た
矢
先
、
奈
良
県
で
行
わ
れ
た

「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
知
り
合
っ
た
の

が
津
田
林
業
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
林
業
会
社
か
ら

も
声
を
か
け
ら
れ
た
が
、
津
田
林
業
は
家
賃
補
助

や
林
業
に
必
要
な
最
低
限
の
道
具
の
サ
ポ
ー
ト
も

受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
迷
う
こ
と
な

く
同
社
へ
の
就
職
を
決
意
し
た
。
ま
た
、
林
業
以

雇
用
で
は
じ
め
る
農・林・漁
業
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外
に
も
椎
茸
や
ワ
サ
ビ
の
栽
培
な
ど
も
手
掛
け
て

い
る
な
ど
、
挑
戦
で
き
る
幅
が
広
い
点
も
非
常
に

魅
力
的
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

山
間
へ
踏
み
込
ん
だ
吉
川
さ
ん
を
待
っ
て
い
た

の
は
、
奈
良
の
山
々
の
急
斜
面
で
あ
っ
た
。
働

き
始
め
た
当
初
は
慣
れ
な
い
山
歩
き
に
苦
戦
し
、

滑
っ
て
転
ん
で
落
ち
て
ば
か
り
だ
っ
た
。「
な
ぜ

こ
ん
な
急
な
場
所
で
伐
採
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。
動
画
投
稿
サ
イ

ト
で
見
た
動
画
と
現
実
の
現
場
の
厳
し
さ
に
初
め

は
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

だ
が
現
在
は
造
材
や
集
材
・
は
い
積
み
作
業
な

ど
を
任
さ
れ
、
特
に
は
い
積
み
作
業
に
関
し
て
は

上
司
か
ら
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
今
後
の
成

長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
色
々
な
作
業
を
経
験
さ

せ
て
く
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
中
で
も

間
伐
作
業
は
一
番
爽
快
感
を
味
わ
え
る
そ
う
だ
。

「
切
り
倒
し
た
後
に
上
か
ら
眺
め
る
と
、『
あ
ー
、

す
っ
き
り
し
た
』
と
感
じ
る
ん
で
す
。
数
年
後
に

ま
た
き
れ
い
な
山
に
戻
る
と
こ
ろ
を
想
像
す
る

と
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
実

感
で
き
る
ん
で
す
よ
」
と
吉
川
さ
ん
は
嬉
し
そ
う

に
語
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
辛
い
時
は
、
講
習
会
で
知

り
合
っ
た
林
業
仲
間
と
「
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
を

し
た
」、「
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
よ
う
」
な
ど

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
同
期
だ
か
ら
話
せ
る
意
見
交
換
を

し
て
、
気
分
転
換
を
し
て
い
る
と
い
う
。
上
司
や

先
輩
も
「
絶
対
に
無
理
を
す
る
な
」、「
あ
ま
り
疲

れ
る
よ
う
な
ら
休
め
」
と
常
に
気
に
か
け
て
く
れ

る
の
で
、
非
常
に
有
り
難
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
林
業
を
広
げ
て
い
く
活
動
や
津
田
林
業

を
大
き
く
す
る
活
動
、
あ
る
い
は
野
迫
川
村
を
盛

り
上
げ
る
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
離
島

を
除
い
て
日
本
一
人
口
が
少
な
い
自
治
体
で
あ
る

野
迫
川
村
は
、
裏
を
返
せ
ば
〝
何
で
も
で
き
る
・

伸
び
し
ろ
の
あ
る
環
境
〟
で
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
所
な
の
だ
と
吉
川
さ
ん
は
熱
弁

す
る
。「
将
来
的
に
は
キ
ャ

ン
プ
場
を
作
っ
た
り
林
産

物
を
売
っ
た
り
し
た
い
で

す
。
あ
と
は
狩
猟
免
許
を

取
っ
て
、
道
の
駅
で
ジ
ビ
エ

料
理
を
提
供
し
た
い
で
す

ね
」
と
林
業
だ
け
に
収
ま
ら

な
い
大
き
な
夢
を
語
っ
て

く
れ
た
。
彼
の
夢
が
津
田
林

業
や
野
迫
川
村
に
ど
ん
な

刺
激
を
与
え
て
い
く
の
か
、

今
後
の
展
開
が
実
に
楽
し

み
で
あ
る
。

　尼崎市に住んでいた頃には休日になるといつも釣りへ行き、
林業を知るきっかけですら釣り動画の導きによるものだった私
ですが、こちらへ移住してからは自分の時間が持てるようにな
り、以前にも増して釣りに勤しむ日々になりました。野迫川村
の方々とは、月一の集会で全員と顔を合わせています。近所に
住むおばあちゃんが足を悪くしているので、たまに声を掛けて
一緒に買い物へ出かけることもあります。人と人との距離が近

いのは、田舎暮らしならではですよね。

野迫川村の自然と田舎暮らしを満喫野迫川村の自然と田舎暮らしを満喫
時間があったら趣味の釣り三昧！時間があったら趣味の釣り三昧！

吉川さん

　吉川君のように事前に資格を取得してから就業するという
のは、仕事のステップアップが早くなるなどのメリットが多
いです。ですが、林業には「緑の雇用」制度といって研修で
必要な資格が取得できるシステムがあるため、就業前に資格
取得が必須というわけではありません。制度を活用す
れば就業してからしっかりと成長していけます。
　また、労働時間も朝から夕方までで、時間
に追われる仕事でもありません。休日も多く、
プライベートや家族サービスの時間も十分に
取れるといった点も大きな魅力です。しかし、
自然を相手にする仕事なので、“きびしい”、
“危険”という場面はもちろんあり
ます。就業してから「こんなは
ずでは……」とならないよう、
覚悟を持って林業に挑戦して
もらいたいですね。

林業に必要な資格は林業に必要な資格は
「緑の雇用」制度で取得できます「緑の雇用」制度で取得できます

有限会社津田林業
取締役  津田 一馬さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

重機オペレーターとして訓練中の
吉川さん。津田取締役も「彼は安
全に作業に取り組もうと努力して
くれるのでとても頼りになりま
す」と期待を寄せている。

林
業
か
ら
広
げ
る
夢

野
迫
川
で
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
た
い

ルアーフィッシングを楽しむ吉川さん
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【
な
か
い 

き
ょ
う
す
け
】　

大
阪
府
出
身
。
中
学
校
の
卒
業
文
集
に

「
漁
師
に
な
る
！
」
と
書
い
た
中
井
さ
ん
。
い
く
つ
か
の
仕
事
を
経

て
、
21
歳
の
時
に
大
阪
か
ら
早
田
町
に
移
住
。

三
重
県
尾
鷲
市  

中
井 

恭
佑
さ
ん
（
34
歳
）

漁
業
歴
：
13
年

特 集
feature

夢
を
か
な
え
る
事
で
満
足
せ
ず

付
加
価
値
を
高
め
る
方
法
も
探
求

雇
用
で
は
じ
め
る
農・林・漁
業

8No.42  2022  冬号

今
ま
で
の
経
験
だ
け
に
頼
ら
ず

新
技
術
を
導
入
し
改
革
を
図
る
！

　

子
供
の
時
に
お
じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
釣
り
を
し

た
事
は
あ
る
け
れ
ど
、
釣
り
を
趣
味
に
は
し
て
い

な
か
っ
た
。
た
だ
、
思
春
期
の
頃
に
は
Ｔ
Ｖ
に
影

響
さ
れ
た
の
か
、「
将
来
、マ
グ
ロ
漁
師
に
な
る
！
」

と
決
意
し
て
い
た
中
井
さ
ん
。
し
か
し
、
す
ぐ
に

漁
師
の
道
に
は
進
ま
ず
「
漁
師
の
道
に
進
ん
で
も

心
変
わ
り
し
な
い
よ
う
、
興
味
の
あ
る
仕
事
を
で

き
る
だ
け
経
験
し
て
お
こ
う
」
と
、
し
ば
ら
く
地

元
の
大
阪
で
生
活
す
る
も
、
人
の
多
さ
や
毎
日
の

通
勤
、
そ
し
て
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
日
々
に
物

足
り
な
さ
が
募
っ
て
行
く
。
そ
し
て
21
歳
の
時
、

自
分
は
都
会
で
の
生
活
が
合
わ
な
い
し
、
や
り
た

い
事
は
ほ
ぼ
や
っ
た
と
考
え
た
中
井
さ
ん
が
向

か
っ
た
の
は
大
阪
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
尾
鷲
市
の
定
置
網
漁
体
験
を

知
り
、
す
ぐ
に
尾
鷲
市
役
所
に
電
話
。
い
く
つ
か

の
定
置
網
漁
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
現
在
勤

務
す
る
早
田
大
敷
は
そ
の
中
の
一
つ
だ
。
当
時
の

社
長
と
意
気
投
合
し
た
中
井
さ
ん
は
年
末
の
漁
業

体
験
だ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
月
明
け
に
は

早
田
町
で
の
生
活
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
漁
業
就
業
者
フ
ェ
ア
を
知
っ
た
の

は
漁
業
体
験
後
の
こ
と
。
一
生
を
捧
げ
る
事
を
考

え
、
他
の
会
社
や
地
域
、
漁
法
も
見
て
お
き
た
い

と
思
い
フ
ェ
ア
に
足
を
運
ん
だ
も
の
の
、
定
置
網

漁
の
「
何
が
獲
れ
る
か
分
か
ら
な
い
面
白
さ
」
に

惹
か
れ
て
い
た
彼
の
決
心
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。

「
こ
の
仕
事
を
し
て
10
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

同
じ
１
日
、
同
じ
漁
は
な
く
、
毎
日
が
常
に
新
鮮

で
す
！
」
と
晴
れ
や
か
に
語
る
。

29
歳
で
漁
労
長
に
就
任

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
改
革
に
着
手

　

中
井
さ
ん
が
移
住
し
た
頃
は
、
残
念
な
が
ら
他

県
か
ら
の
移
住
者
を
「
よ
そ
の
子
」
と
捉
え
る
風

潮
が
残
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
現
在
の
早

田
大
敷
の
岩
本
社
長
が
周
囲
に
対
し
「
今
後
も
早

田
を
存
続
さ
せ
る
為
に
、
移
住
し
て
き
た
人
を
地

域
の
み
ん
な
で
支
え
る
」
と
い
う
方
針
を
提
案
。

さ
ら
に
岩
本
社
長
は
年
配
乗
組
員
が
多
い
中
、
若

手
の
中
井
さ
ん
を
漁
労
長
に
抜
擢
し
た
。

　

漁
労
長
と
な
っ
た
中
井
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
い
う
名
の
勘
に
頼
っ
て
い
た
漁
法
か
ら
、
無
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駄
や
無
理
を
減
ら
す
改
革
に
着
手
。

　
「
今
ま
で
は
漁
労
長
が
何
を
考
え
て
い
る
か
察

し
ろ
、
と
い
う
や
り
方
で
、
命
じ
ら
れ
る
ま
で
行

動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
自
分
が
漁
労
長

に
な
っ
て
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
２
カ
月
間
の
予

定
が
書
き
込
め
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
導
入
し

た
事
で
す
。
こ
れ
を
見
れ
ば
今
日
は
も
ち
ろ
ん
、

来
週
や
来
月
の
予
定
ま
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
、

各
々
が
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
た
だ
魚
を
獲
っ
て
卸
す
の
で
は
な

く
、
最
良
の
鮮
度
で
市
場
に
卸
せ
る
よ
う
、
船
上

で
の
活
け
締
め
や
神
経
締
め
を
取
り
入
れ
て
商
品

（
魚
）
に
『
高
鮮
度
・
高
品
質
』
と
い
う
付
加
価

値
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
我
々

の
収
入
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
以

前
と
は
皆
の
や
る
気
が
違
い
ま
す
ね
。
最
近
で
は

こ
の
取
り
組
み
が
消
費
者
の
方
に
も
伝
わ
っ
た
よ

う
で
『
せ
っ
か
く
買
う
な
ら
美
味
し
い
早
田
の
魚

に
し
よ
う
』
と
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
時
は
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
事
は
間
違
っ
て
い
な
い

と
実
感
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

他
に
も
毎
回
獲
れ
る
だ
け
獲
る
の
で
な
く
、
市

場
の
需
要
を
図
り
な
が
ら
出
荷
調
整
を
行
う
め
た

に
生
簀
を
設
置
。
さ
ら
に
ユ
ビ
キ
ダ
ス
魚
探
を
導

入
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
網
の
様
子
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
網
を
引
き
揚
げ

た
も
の
の
空
っ
ぽ
だ
っ
た
―
―
と
い
う
事
が
な
く

な
り
、
燃
料
や
氷
な
ど
の
コ
ス
ト
を
削
減
。
水
産

庁
の
「
儲
か
る
漁
業
」
の
支
援
に
も
手
を
挙
げ
、

従
来
２
隻
22
名
で
行
っ
て
い
た
漁
を
、
現
在
は
１

隻
14
名
で
操
業
。
従
来
の
や
り
方
に
囚
わ
れ
ず
、

漁
の
効
率
化
や
技
術
革
新
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
他
に
も
自
分
達
の
や
り
方
が
本
当
に
正

し
い
の
か
確
認
す
る
た
め
、
同
業
他
社
の
現
場
を

視
察
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
中
井
さ
ん
の
研
究
熱

心
な
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
る
。
下
か
ら
２
番
目
に

若
い
乗
組
員
な
が
ら
、
自
分
よ
り
年
配
の
メ
ン

バ
ー
を
上
手
く
取
り
纏
め
る
様
は
ま
さ
に
会
社
の

中
間
管
理
職
。
気
遣
い
や
気
配
り
が
欠
か
せ
な
い

よ
う
で
も
あ
る
。

　
「
個
人
事
業
主
と
違
い
、
や
は
り
雇
用
さ
れ
て

い
る
安
心
感
は
大
き
い
で
す
ね
。
そ
の
上
で
や
り

た
い
事
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は

ま
だ
そ
の
途
中
に
過
ぎ
な
い
で
す
ね
」
と
語
る
そ

の
眼
差
し
は
常
に
未
来
の
な
り
た
い
自
分
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　何と言っても、尾鷲市の移住担当の方の対応が非常に良かっ
たですね。お役所のイメージとは全く違いました。面倒見が
よく、移住してからも知り合いがいないだろうからって飲み会
に誘ってくれたりしました。入社当初は名前でなく「大阪」っ
て呼ばれたこともありましたし、辞めたいと思った事は何度も
ありますよ。でも、人の温もりも感じていましたし、漁業に失

敗しても尾鷲でなら生活して
いけそうだと思っていました。
結果的に、その市の担当の方
が私の妻を紹介して下さり、
実質的な仲人さんにもなって
います。お陰様で、仕事も家
庭も充実した日々を送ってい
ます（笑）。

都会にはない人の温もりが感じられる町都会にはない人の温もりが感じられる町
充実した日々を送っています！充実した日々を送っています！

中井さん

　漁業の仕事は速さを要求される事が多く、どうしても荒っぽ
い言葉遣いになります。今までの職歴や年齢は関係なく、多少
の我慢は必要になりますね。中井君のように、移住者の気持
ちが分かる者が多いですし、面倒見の良い人が多
いので高校を卒業したばかりの人でも大丈夫です
よ。コロナ以前は早田漁師塾という体験も開催
していたので、再開したらここ早田から挑戦し
てみてはいかがでしょうか？　

今までの職歴や年齢は関係なく今までの職歴や年齢は関係なく
チャレンジできる仕事ですチャレンジできる仕事です

株式会社 早田大敷
代表取締役

  岩本 芳和さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

↑ メ イ ン の 魚 種 は ブ
リ。港から 10 分で良
質な漁場に到着。

←予定表を導入した事
で、作業の見える化を
実現。
←毎朝 4 時頃には集合
し、お昼前には仕事が
終わる。休漁期でも雇
用は維持されており、
そ の 期 間 は 網 な ど の
様々なメンテナンスを
行う。

←よく TV で見かける風景ですが、
これ、本当にあるんですよ。
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こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
の
は
十
月

三
十
一
日
。
秋
が
深
ま
り
今
年
も

残
り
二
ヵ
月
。
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘

れ
る
と
い
う
。
で
も
あ
の
暑
さ
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
連
日
三
十
六
度
、
湿
度

九
十
％
。
十
時
を
過
ぎ
て
も
寝
室
の
温
度

は
二
十
八
度
。
至
近
距
離
に
置
い
た
扇
風

機
の
風
で
よ
く
眠
れ
た
。
炎
天
下
で
の
労

働
の
疲
れ
が
深
い
眠
り
を
く
れ
た
の
だ
。

　

折
し
も
テ
レ
ビ
は
節
電
を
呼
び
か
け
て

い
た
。熱
中
症
は
室
内
で
も
起
こ
り
ま
す
、

老
齢
の
方
は
無
理
せ
ず
冷
房
を
適
切
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
…
そ
ん
な
心
遣
い
を
示

し
て
。
ふ
ふ
っ
、
せ
っ
か
く
だ
が
わ
が
家

に
は
初
め
か
ら
エ
ア
コ
ン
が
な
い
。

　

今
夏
は
暑
い
だ
け
で
な
く
雨
も
多
か
っ

た
。
喜
ん
だ
の
は
夏
草
。
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、

ク
ズ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
が
束
に
な
っ
て
畑
を

襲
っ
た
。
素
肌
に
も
絡
み
つ
い
て
痛
い
カ

ナ
ム
グ
ラ
。
運
動
会
の
綱
引
き
の
如
く
体

を
傾
け
、
脚
を
踏
ん
張
り
引
き
抜
く
。
そ

ん
な
厚
い
夏
の
日
々
が
過
ぎ
、
快
適
な
晩

秋
の
風
の
中
で
今
僕
は
思
う
。
苦
み
を
伴

う
前
菜
あ
っ
て
こ
そ
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

は
味
わ
い
を
増
す
と
。

　

暦
は
十
一
月
。
大
豆
の
葉
が
黄
色
く

な
っ
て
き
た
。
豊
作
で
あ
る
。
今
は
枝
豆

と
し
て
出
荷
し
、
新
年
に
は
モ
ヤ
シ
に
し

て
お
客
さ
ん
に
送
る
。

七
十
歳
で
死
に
た
る
斎
藤
茂
吉
よ
り
年
上

と
な
り
歌
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
　
　
　
　
小
池
光

　

読
売
新
聞
に
「
四
季
」
と
題
す
る
俳
句

や
短
歌
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
が
あ
る
。
朝

日
新
聞
の
「
折
々
の
こ
と
ば
」
と
と
も
に

毎
朝
の
楽
し
み
と
し
て
愛
読
。
右
の
短
歌

に
は
長
谷
川
櫂
氏
が
こ
う
解
説
し
て
い
た
。

「
歌
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
は
謙
遜
で
は
な
い
。

歌
が
自
分
の
意
図
を
超
え
て
自
由
に
動
き

は
じ
め
る
。
そ
れ
が
歌
が
壊
れ
て
ゆ
く
よ

う
に
も
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
一
九
四
七
年

生
ま
れ
。
歌
も
人
も
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
か
ら

が
お
も
し
ろ
い
。

　

一
九
四
七
年
生
ま
れ
と
聞
い
て
こ
の
短
歌

に
親
し
み
を
感
じ
た
。
同
じ
年
齢
だ
っ
た
か

ら
。僕
は
ほ
ど
な
く
七
十
六
歳
。近
頃
思
う
。

「
時
間
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
あ
…
」

と
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
若
い
頃
は
た
だ

時
に
身
を
預
け
、
漂
っ
て
い
た
。
過
去
も

未
来
も
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
し

か
し
、
過
ぎ
た
時
間
、
今
と
い
う
時
間
、

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
時
間
が
連
な

り
、
一
本
の
ひ
も
状
に
な
っ
て
わ
が
目
の

前
で
五
月
の
こ
い
の
ぼ
り
の
如
く
風
に
揺

れ
て
い
る
。
そ
う
か
、
ト
シ
を
取
る
と
は

こ
う
い
う
こ
と
か
。

右
の
短
歌
の
表
現
を
借
り
れ
ば
僕
も

十
分
に
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
だ
。
と
と

も
に
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
か
ら
が
お
も
し
ろ
い
と

い
う
長
谷
川
櫂
氏
の
言
葉
に
う
な
ず
く
。

五
反
歩
の
畑
を
手
に
入
れ
、
小
さ
な
農

家
に
な
っ
た
の
は
三
十
九
歳
の
時
だ
っ

た
。
何
十
年
か
の
間
に
大
小
の
苦
難
が

あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
気
づ
け
ば

後
期
高
齢
者
の
保
険
証
を
も
ら
う
身
だ
。

な
ら
ば
心
も
体
も
枯
れ
て
し
ま
っ
た
か
。

違
う
。
世
の
中
の
い
か
な
る
仕
事
も
奥
は

深
い
、
農
業
も
同
じ
。
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代

か
ら
通
算
四
十
三
年
。
畑
仕
事
に
飽
き
な

い
。
体
も
よ
く
動
く
。

　

十
一
月
四
日
。
朝
の
冷
え
込
み
が
増
し

て
き
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
終
え
て
朝
食
を

し
っ
か
り
と
食
う
。
熱
い
珈
琲
で
体
の
芯

を
温
め
、
珈
琲
カ
ッ
プ
を
手
に
水
槽
で
泳

ぐ
ウ
ナ
ギ
を
眺
め
る
。
毎
日
ミ
ミ
ズ
を
運

ぶ
僕
に
彼
ら
は
親
し
み
の
視
線
を
向
け
る
。

さ
て
庭
に
出
よ
う
。
梅
、
ア
ン
ズ
、
プ
ラ

ム
、
梨
。
そ
ろ
そ
ろ
剪
定
だ
な
…
苗
木
を

植
え
て
三
十
六
年
。「
け
そ
け
そ
」
な
自

分
を
あ
ら
た
め
て
想
う
。
ふ
る
さ
と
祝
島

で
は
落
ち
着
き
の
な
い
、
思
い
つ
い
た
ら

す
ぐ
行
動
に
移
す
子
供
を
「
け
そ
け
そ
」

す
る
と
言
う
。
わ
が
人
生
は
ず
っ
と
け
そ

け
そ
だ
っ
た
。

最
初
の
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
の
は

四
十
三
年
前
。
十
年
ロ
ー
ン
で

買
っ
た
築
五
十
年
の
家
と
二
百
坪
の
土

地
。
そ
れ
を
六
年
で
投
げ
出
し
現
在
地
に

移
り
住
ん
だ
。小
さ
い
け
れ
ど
新
し
い
家
。

畑
が
五
反
歩
。
そ
れ
を
新
聞
広
告
で
見
た

僕
の
行
動
は
一
直
線
だ
っ
た
。
移
り
住
む

な
り
果
樹
の
苗
木
を
バ
ン
バ
ン
買
っ
た
。

後
先
考
え
ず
に
植
え
ま
く
っ
た
。ま
さ
に
、

け
そ
け
そ
の
自
分
だ
っ
た
。
慎
重
さ
と
熟

慮
が
子
供
の
頃
か
ら
欠
け
て
い
た
。で
も
、

「
時
間
が
見
え
る
」
よ
う
に
な
っ
た
今
の

僕
は
自
己
弁
護
を
含
め
て
思
う
の
だ
。
慎

重
で
あ
る
こ
と
が
常
に
良
い
結
果
を
生
む

と
は
限
ら
な
い
、
そ
れ
が
人
生
だ
と
。

　

成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
、
可
能
性
は

五
分
と
五
分
。
ど
う
す
る
君
な
ら
? 　

や

り
な
さ
い
、「
け
そ
け
そ
」
し
な
さ
い
、
若

い
人
に
僕
は
そ
う
伝
え
る
。
毎
夜
寝
床
で

読
み
進
め
て
い
る
『DIE W

ITH
 ZERO

』

の
著
者
は
、
若
い
時
代
の
貯
金
な
ん
て
や

め
て
お
け
、
稼
い
だ
金
を
今
し
か
や
れ
な

い
こ
と
に
使
っ
て
情
熱
を
ぶ
つ
け
ろ
、
失

敗
を
恐
れ
る
な
、
そ
う
言
っ
て
い
る
。

　

ほ
ど
な
く
七
十
六
年
の
わ
が
人
生
。
苦

難
は
あ
っ
た
が
間
違
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
…

澄
ん
だ
晩
秋
の
空
を
見
上
げ
、
そ
う
思
っ

て
い
る
。

【なかむら ・ けんじ】昭和22年山口県生まれ。33歳で築50年の農家跡に移住。現在は千葉県八街市在住。
典型的な多品種少量栽培を実践。チャボを庭に放任飼育する。ブログ「食うため
に生きる─脱サラ百姓日記」 http://ameblo.jp/inakagurasi31nen

第四十回

時間が見えてくる
中村　顕治



過去問題集で
バッチリ対策、
実力アップ！
お申し込みは
・都道府県農業会議
・ホームページ
・Amazon　から
全国農業図書 検索

資料：新規就農者の就農実態に関する調査結果（令和４年３月全国新規就農相談センター）
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　　　　　　　　の資格を
新しい農業にいかしましょう！

詳しくは 日本農業技術検定ホームページで！
https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/

日本農業技術検定とは？
　日本農業技術検定は、わが国の農業現場への新規就農のほか、農業系大学への進学、農業法人や関連企業等への就業を
目指す学生や社会人を対象として、農業知識や技術の修得水準を客観的に把握し、教育研修の効果を高めることを目的と
した農業専門の全国統一の試験制度です。JA や農業法人の従業員など農業関連分野で働いている方も資質向上のために
受験しています。就農や農業法人、JA 等への就職のために、ぜひ日本農業技術検定の資格をいかしましょう！

すでに

32万人以上
が受験して
います！

「営農技術の修得」は農業の重要な要素です！ 経営手法や技術の修得方法は？

修得に苦労した主な内容は
①基礎的な栽培・飼養技術 77％
②会計・経理・税務 47％

③先進的な栽培・飼養技術 36％

④マーケティング 35％

※上位３位までの回答の合計の割合
資料：新規参入者の経営資源の確保に関する調査結果
　　　(平成 31年 3月全国新規就農相談センター )

修得の主な方法は
①自力による勉強 72％
②研修先の農家等の指導 58％
③普及指導センターの指導 27％
④先輩新規参入者からの教え 23％

学科試験（毎年 7 月と 12 月実施）の概要〔全問題マークシート方式〕 
【３級】農作業の意味が理解できる「入門レベル」
・科目：（共通）農業基礎 ＋（選択）栽培系、畜産系、食品系、環境系から１科目選択
・問題数：50 問（共通 30 問＋選択 20 問）〈受験者数／合格率：20,939 人／ 66％〉

【２級】農作物の栽培管理等が可能な「基本レベル」
・科目：（共通）農業一般 ＋（選択）作物、野菜、花き、果樹、畜産、食品から１科目選択
・問題数：50 問（共通 10 問＋選択 40 問）〈受験者数／合格率：5,908 人／ 23％〉

【１級】農業の高度な知識・技術を修得している「実践レベル」※ 12 月検定のみ

・科目：（共通）農業一般 ＋（選択）作物、野菜、花き、果樹、畜産、食品から１科目選択
・問題数：60 問（共通 20 問＋選択 40 問）〈受験者数／合格率：265 人／ 5％〉

※受験者数／合格率は 3 年度

農業を仕事にする人のための検定制度です

日本農業技術検定
農林水産省・文部科学省後援

資金の
確保

経営開始時の課題は？
57.7％57.7％

72.8％72.8％

23.3％23.3％
17.1％17.1％ 15.0％15.0％

68.6％68.6％
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■お申し込みは都道府県農業会議またはHP・Amazonへ

検索全国農業図書 

発行　一般社団法人　全国農業会議所
〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8

新規就農ナビゲーションブック　
新規就農実現への道。
　就業フローチャートに沿って、就農までの
道のりを具体例で示しながらわかりやすく解
説します。「方向性の選択」では、作目別に新
規就農者が直面する問題と解決方法を提示
し、「法人就職」では法人就職マニュアルを
掲載するなど、新規就農へのノウハウを紹介
します。就農した先輩のインタビューも掲載し
た、農業を仕事にしたい人に贈る一冊です。

農業体験農園主がそっと教える　
菜園コツのコツ　
　野菜づくりで「手抜き」、「自己流」は失敗の
もと。きちんとした手順を踏んで確実に作業す
ることが失敗しない野菜づくりの極意です。
　農業体験農園を運営する著者の指導経験に基
づき、初めて野菜づくりに取り組んだ人でも、
野菜づくりに失敗せず、おいしい野菜を栽培す
るポイントと基礎知識、栽培の手順を紹介して
います。

コード番号：23-02　A4判・72頁・税込1,887円

コード番号：16-18　新書判・161頁・税込734円

　　

秋田の農業を体験しよう

【募集期間】　令和４年４月から令和５年２月末日まで
【実施期間】　希望に合わせて２日間から１５日間まで可能　　　　　
【体験場所】　秋田県内の受入登録農業法人等
【体験内容】　稲作、野菜、花、果樹、畜産など希望する品目の農作業
【 参 加 費 】　無料
【 滞 在 費 】　宿泊費、宿泊先から農業体験場所までの交通費を助成
　　　　　　　※居住地から通う方は、体験場所までの交通費を助成

【 備  考 】　�新型コロナウイルス感染防止対策として、参加前の体調確認や記録、
　　　　　　PCR 等検査の実施、実施期間中のマスク着用等に御協力ください。
                  新型コロナウイルス感染拡大時期は中止や延期の可能性があることを御了承ください。

農業に興味がある方には、体験から始めることをおススメしています。
将来の姿をイメージするために、ぜひ御参加ください。

公益社団法人 秋田県農業公社
〒 010-0951　秋田県秋田市山王四丁目 1 番 2 号　
TEL：018-893-6212     FAX：018-895-7210　
e-mail：akitade@ak-agri.or.jp

お問い合わせ
・応募先

～秋田県農業法人
　インターンシップ参加者募集～

◎ 安心して参加していただけるよう、体験場所や宿泊先・交通手段を提案します。
◎ 農業体験初日は担当者が立ち会います。
◎ �「秋田の農業を知りたい」「農業体験で適性を見極めたい」「農業法人で働きたい

ので仕事の様子が知りたい」等様々な目的で参加していただけます。

応募方法 ▶ �お電話またはメールで申込書
を御請求ください。

インターン
シップの内容

ココが
ポイント
　 ！

秋田就農
ナビで検索

だれでも楽しめる！
簡単野菜づくり
　野菜づくりの基本とも言える土づくり、肥料の
施用方法のイロハから、野菜ごとの栽培方法ま
で、イラストを使ってわかりやすく紹介しています

（全ページカラー）。多数の著書があり、野菜づく
りのトップエキスパートである園芸研究家・小林
五郎氏の書き下ろし。
　野菜づくりを始める人はもちろん、経験があ
る人にも、きっと新しい発見がある一冊です。

令和４年度版　
よくわかる農家の青色申告　
　青色申告制度、申告の手続き、記帳の実務、
確定申告書の作成から申告までを網羅、各種
様式の記入例をまじえて、ていねいに解説し
た最新版の入門書です。
　令和４年度版は、農業経営基盤強化準備
金の対象者を人・農地プランの中心経営体と
するなどの制度改正を反映。確定申告書の様
式変更に伴う記載例・説明も見直しています。

コード番号：25-29　A5判・115頁・税込1,257円

コード番号：R04-08　A4判・127頁・税込900円

（https://akita-agri-navi.com）
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　　ぎふへ移住＋ぎふの森で働いてみませんか？
ぎふ？ってどんなところ？？
①「日本の真ん中」に位置するぎふは、東京・名古屋・大阪の大都市圏からアクセス良好！
　　（新幹線で東京から約2時間、大阪から約1時間、名古屋から電車で約20分と意外と便利！）

②�「全国２位の森林率」を誇るぎふは、北アルプスの山々や「名水百選」に選ばれた
　  長良川など豊かな自然が特徴です！
③「世界遺産」の白川郷や、関の刃物・飛騨の家具・美濃焼・美濃和紙・和傘など、
　  ものづくりが盛んで歴史と伝統文化が受け継がれています！
④「森のようちえん」「木育」など自然を生かした子育てが盛んで、待機児童数が少なく、
　  子育てと仕事が両立しやすい環境です！

ぎふの森林・林業・林産業
「ぎふは木の国・山の国」とうたわれ、品質の高い [ 長良スギ ]［東濃ヒノキ］の産地であ
り飛騨の匠による木工製品や県産材を使った木造住宅など全国でも有数の森林県です。

≪「森ジョブ」の各種マッチング支援≫
◎ 林業就業オンライン相談を実施しています！
◎ 希望先事業体への [ 体感・見学ツアー ] を実施中！
◎ 森のしごとミニセミナーの開催！

林業に興味のある方は、気軽に「森ジョブ」へご相談ください！

・ R5.1.12( 木 ) 9:30～12:15 
・ハローワーク恵那 ３階 共通会議室

随時受付‼

参加無料‼

参加無料‼

( 公社）岐阜県森林公社　森のジョブステーションぎふ
〒 501-3756 岐阜県美濃市生櫛 1612-2　
TEL　0575-33-4011 ( 代表 )     E-mail  m-job@gifu-shinrin.or.jp　

（※電話でのお問合せは平日の 8:30 ～ 17:15 まで、メールでのお問合せは随時受付けています。）

お問合せ先

詳しくは 森のジョブ
ステーションぎふ HP
をご覧ください。

森ジョブＨＰへ→

　　

山口県農業法人協会は、農業の未来を担う新規就農希望者をサポートしております。
当協会の HP では、魅力ある会員の求人情報を配信しています。

山口で農業を始めてみよう！

お申し込みのステップ

ステップ①　山口県農業法人協会の HP にアクセス
ステップ②　「求人情報」のタブをクリック
ステップ③　気になった法人があれば

  山口県農業法人協会までご連絡を
㈱〇〇ファーム

山口県農業法人協会のホームページはコチラから
（https://yama-agri.sakura.ne.jp/）

山口県農業法人協会
［事務局］（一社）山口県農業会議

083-923-2102   083-932-2393
E-mail agrkaigi@bronze.ocn.ne.jp

お問い合わせ
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2023 年１月 28 日（土） 農業、漁業セミナー
2023 年１月 29 日（日） 農業、林業セミナー
12:00 ～ 17:00（来場者最終受付時間：16:00）

静岡県西部地域

異業種から転職し農林漁業をはじめた方などを講師にお迎えし、
体験談を語っていただきます。質疑応答の時間もあります！
新しく農業・林業・漁業での就業をお考えの方、興味をお持ちの方、
多くの方々の参加をお待ちしております！

福岡県内の“農林漁業者”“農林漁業団体”農林漁業に力を入れて
いる“市町村”などへ直接相談ができる時間です。是非直接会っ
て話を聞いてみましょう！

○�開催に当たっては、新型コロナウイルス感染症対策として参加
数に定員を設け、検温、消毒、飛沫対策を実施いたします。
○�新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催方式が
変更になる場合や、日程が変更となる場合がございます。

セミナー内容

個別相談会

オンライン参加申込締切 2023 年１月 25 日（水）
※対面会場は当日参加OKです！ オンライン参加は事前予約が必要です。

                        会  場 電気ビル本館地下 2 階　7 号会議室・8 号会議室
　　　　　　　　　　　　福岡市中央区渡辺涌 2 丁目 1 番 82 号
　　　　　　　　　　　　※オンライン会場は URL をご案内します。
                        定  員 各日 150 名

主催：福岡県（農林水産部　経営技術支援課　後継人材育成室）
「ふくおか農林漁業新規就業セミナー・相談会業務」福岡県委託事業
運営事務局（委託事業者）：株式会社アソウ・ヒューマニーセンター　事業開発部
〒810-0001 福岡市中央区天神2-8-41福岡朝日会館
Tel：092-733-8293　FAX：092-725-3622
E-mail：fukuoka.nrg_seminar@ahc-net.co.jp 
専用サイト：https://www.ahc-net.co.jp/lp/fng-oseminar/

問い合わせ先

WEB お申込みはこちらから

　新規就農に関心を持ち、作目を絞って具体的な行動を起こそうと考
えている方に必要となる基礎知識を示す道案内（ナビ）です。
　野菜作で就農する場合の産地や制度、品目別経営収支や必要となる
資金、労働力などの基礎知識に加え、相談 ･ 体験 ･ 現場見学を経て就
農に至る道のりを網羅しています。
　手に取りやすい小冊子で、オールカラー・見開きの読みやすい構成
にしました。野菜作で就農をめざす方の一冊。

野菜作で就農をめざす方の道案内

コード番号/R02-42　B5判・25頁・税込440円 

　「産地担い手ビジョン」とは、これから農業を始めたい方に向けて、産地を担う生産者組織自らが定めた産地
振興計画です。経営の特徴、研修支援体制、新規就農者が目指すモデル経営体、就農・移住に関する支援制
度等、これから農業を始めたい方にとって必要な情報が具体的に掲載されています。
　ご自身がイメージする農業経営やライフスタイルと照らし合わせて、大分県での就農をご検討ください。

産地担い手ビジョン一覧（16 市町、51のビジョンを掲載） 【参考】産地担い手ビジョンの一部抜粋

大分県HP「農林水産業・就業総合サイト おおいたで働こう」に大分県HP「農林水産業・就業総合サイト おおいたで働こう」に
「産地担い手ビジョン」の特設ページを開設しました！「産地担い手ビジョン」の特設ページを開設しました！

詳しくは大分県農林水産部新規就業・経営体支援課まで
097-506-3586　mail：a15270@pref.oita.lg.jp

検索はコチラから
検索産地担い手ビジョン

新規就農
N

ナビ
AVI

作目別

１
野菜
編

■お申し込みは都道府県農業会議または
HP・Amazonへ

検索全国農業図書 

発行　一般社団法人　全国農業会議所
〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8
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https://web-iju.info/
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秋 号

広告掲載募集中！
「iju info」は、広告ご出稿者様を広く募集
しています。配布先は、地方自治体や大学、
ハローワークなど、全国 4,000 カ所以上！
新規就農希望者をはじめ、多くの農林漁業
関係者に読まれているフリーマガジンです。

　【発行部数】70,000部
　【発 行 日】年２回（７月上旬・12月上旬）
　【  体  裁  】Ａ４判、カラー／モノクロ
　【販売価格】無料
　【発行目的】�①次世代の農林漁業を担う人材の確保

②都市と農山漁村の共生・対流
　　　　　　 ③地域活性化

広告料金
色 スペース サイズ（㎜） 広告料金（税込）

カラー
1ページ W210× H297 880,000 円
1/2 ページ W187× H130 440,000 円
1/4 ページ W92× H130 220,000 円

モノクロ
1ページ W210× H297 550,000 円
1/2 ページ W187× H130 275,000 円
1/4 ページ W92× H130 137,500 円

ホームページバナー料金
掲載期間 サイズ（ピクセル） 広告料金（税込）
１か月 W188× H48 55,000 円
6か月 W188× H48 300,000 円

誌面掲載例

ポイント.1 　配布先は 4,000 カ所以上！
ポイント. 2 　�「新・農業人フェア」をはじめとしたフェアの資料に封入します！
ポイント. 3 　�ご要望に応じて当会で原稿作成することも可能です！

　　　　 　 「こんなイメージの広告にしたい」などお気軽にご相談ください。

①純広告 ②タイアップ広告 ③バナー広告（ホームページ）
iju info
概要

【お問い合わせ先】（一社）全国農業会議所　 03（6910）1131　 iju-info@nca.or.jp

※�定置網漁業は、１年を通して参加可能ですが、一部の地域では休漁期間があります。
※�底曳網漁業は、3月・4月・5月・6月・9月・10月が参加に適しています。

◎農林漁業就業準備校「わかしお塾」の漁業体験
受講名 期間 漁業種類 対象者 内容

現地見学会
1泊2日
～2泊3日

・定置　
・底曳網　
・その他

石川県外在住者・漁業未経験者で、
石川県での漁業に興味がある方。

週末などの休日に漁村や船上作業を見学できます。
忙しいサラリーマン等にもお勧めです。

体験乗船研修 1～2週間以内
・定置　
・底曳網　
・その他

漁業未経験者で、石川県内において
漁業に従事しようとする方。

実際の漁業作業を体験することで
漁業への理解の促進や適性を図ることができます。

（注１）気象状況、海象状況によっては、乗船出来ない日があります。その場合は、別の日程で改めて調整させていただきます。　
（注２）現地までの交通費・宿泊費は原則自己負担となります。
（注３）研修受講中は雇用関係が成立していないため、雇用保険・社会保険等の適用はありません。賃金支払いも原則ありません。
（注４）(一財 ) 石川県水産振興事業団では、研修中の事故等に備え加入する傷害保険料の負担及び安全用品 (救命胴衣、ヘルメット、合羽、長靴、ゴム手袋等 )を支給します。

一般財団法人 石川県水産振興事業団
〒920-0022　石川県金沢市北安江3-1-38  石川県水産会館

076-234-8819    jigyou@jfik.or.jp

問合せ先
・応募先

石川県の漁業就業情報は、
「石川県で漁師になるサイト」をご参照ください。
（�http://www.ikgyoren.jf-net.ne.jp/jigyoudan_html/

index.html）

お電話またはメールにてお申込み・お問い合わせください。応募方法

～現地見学会や体験乗船研修を開催中～～現地見学会や体験乗船研修を開催中～

いしかわで漁業をいしかわで漁業を
体験してみませんか！体験してみませんか！

参加無料
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●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口　　（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口

地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住・交流総合案内窓口  定 011（251）1055 札幌市中央区北1条西7-1　プレスト1・7ビル4階
青森県 青森県企画政策部地域活力振興課移住・交流推進グループ  定 017（734）9174 青森市長島1-1-1
岩手県 岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室  定 019（629）5588 盛岡市内丸10-1　県庁２階

（公財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市大通3-2-8　岩手金属工業会館４階
いわてU・Iターンサポートデスク  就 019（621）1171 盛岡市菜園1-12-18　盛岡菜園センタービル５階ジョブカフェいわて内

宮城県 宮城県企画部地域振興課移住定住推進班  定 022（211）2454 仙台市青葉区本町3-8-1　県庁６階
みやぎＩＪＵターン就職支援オフィス（仙台）  就 022（216）5001 仙台市青葉区中央１-2-3　仙台マークワン18階

秋田県 （公財）秋田県ふるさと定住機構  定  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 （一社）ふるさと山形移住・定住推進センター  定 023（687）0777 山形市鉄砲町2-19-68　村山総合支庁３階
福島県 ふるさと福島就職情報センター福島窓口  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま2階

福島県地域振興課  定 024（521）8023 福島市杉妻町2-16 
栃木県 栃木県総合政策部地域振興課  定 028（623）2236 宇都宮市塙田1-1-20　県庁内

とちぎジョブモール  就 028（623）3226 宇都宮市駅前通り1-3-1　KDX宇都宮ビル１階
群馬県 群馬県企画部地域政策課  定 027（226）2371 前橋市大手町1-1-1　県庁内

ジョブカフェぐんま  就 027（330）4510 高崎市旭町34-5　旭町ビル３階
静岡県 “ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センター  定 054（221）2610 静岡市葵区追手町9-6　県庁西館６階静岡県くらし・環境部政策監内
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 名古屋市中区錦1-11-20　大永ビル５階
新潟県 にいがた暮らし・しごと支援センター新潟オフィス  定  就 025（374）7410 新潟市中央区上大川前通７番町1230-7　ストークビル鏡橋３階
富山県 富山くらし・しごと支援センター富山オフィス  定  就 076（411）9179 富山市湊入船町9-1とやま自遊館2階富山県人材活躍推進センター内
石川県 いしかわ就職・定住総合サポートセンター  定  就 076（235）4540 金沢市石引4-17-1　石川県本多の森庁舎１階

（公財）いしかわ農業総合支援機構  就 076（225）7621 金沢市鞍月2-20　石川県地場産業振興センター新館４階
福井県 ふるさと福井移住定住促進機構  定  就 0776（43）6295 福井市手寄1-4-1　アオッサ7階
長野県 長野県企画振興部信州暮らし推進課  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県産業労働部労働雇用課  就 026（235）7118 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県地域振興課  定 058（272）8078 岐阜市藪田南2-1-1　岐阜県庁3階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3300 津市羽所町700　アスト津3階

三重県地域連携部地域支援課  定 059（224）2420 津市広明町13
京都府 京都府移住センター  定 075（441）6624 京都市上京区出水通油小路東入ル丁子風呂町104-2　府庁西別館2階

京都ジョブパーク農林水産業コーナー  就 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
京都ジョブパークＵＩＪターンコーナー  就 075（682）8929 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階

兵庫県 ひょうご・しごと情報広場  就 078（360）6216 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー 12階
カムバックひょうごセンター  定  就 078（360）9971 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー 6階

奈良県 奈良県 県・市町村ワンストップ窓口  定 0744（48）3016 橿原市常盤町605-5　橿原総合庁舎3階
和歌山県 和歌山県企画部地域振興局移住定住推進課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山県農林大学校就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724
わかやま移住定住支援センター  定  就 073（422）6110 和歌山市本町1-22　Wajima本町ビル１階

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（50）0137 鳥取市扇町115-1　鳥取駅前第一生命ビル１階
鳥取県移住定住サポートセンター  定 0120（841）558 鳥取市扇町115-1　鳥取駅前第一生命ビル１階

島根県 （公財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
岡山県 岡山県中山間・地域振興課  定 086（226）7862 岡山市北区内山下2-4-6　県庁8階

岡山県労働雇用政策課  就 086（226）7599 岡山市北区内山下2-4-6　県庁7階
広島県 広島県地域力創造課  定 082（513）2581 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

広島県無料職業紹介所  就 082（513）3422 広島市中区基町10-52　県庁東館3階
山口県 やまぐち暮らし総合支援センター  定  就 083（976）0277 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 とくしまジョブステーション  就 088（625）3190 徳島市寺島本町西1-61　徳島駅クレメントプラザ5階

とくしま移住交流促進センター  定 0120（109）407 徳島市寺島本町西1-61　徳島駅クレメントプラザ5階
香川県 香川県就職・移住支援センター  定  就 087（802）4800 高松市サンポート2-1　マリタイムプラザ高松２階
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（922）4110 松山市宮西1-5-19　愛媛県商工会連合会館3階

移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移住住住移移移移 活用しよう!! WEB iju info
URL：http://web-iju.info/

I・J・Uターン 業就業相談窓口
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●首都圏にあるＩＪＵターン就職情報等提供・相談窓口　　（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報

地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道ふるさと移住定住推進センター「どさんこ交流テラス」  農  林  漁  定  求 090（1541）0011 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

青森県 あおもりUIJターン就職支援センター  求 03（3238）9990 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館７階　青森県東京事務所内

青森暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 090（6342）6194 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

岩手県 岩手県U・Iターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

いわて暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（8871）1741 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

宮城県 みやぎ移住サポートセンター  農  林  漁  定  求 090（1559）4714 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

みやぎＩＪＵターン就職支援オフィス（東京）  求 03（6734）1344 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループJOB HUB SQUARE ３階

秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 0120（122）255 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

あきたで暮らそう！Aターンサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（9292）5195 東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

山形県 山形県Uターン情報センター  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内

やまがたハッピーライフ情報センター  農  林  漁  定  求 03（6269）9533 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前ビル第1ビル8階

福島県 福が満開、福しま暮らし情報センター  農  林  漁  定  求 03（6551）2989 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

茨城県 いばらき暮らしサポートセンター  農  林  定 080（9552）5333 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

いばらき移住・就職相談センター  農  林  定  求 03（5212）9088 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 茨城県東京事務所内

栃木県 とちぎ暮らし・しごと支援センター  農  林  定 080（9502）5985 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3571）3086 東京都中央区銀座７丁目10-5　The ORB Luminous 1・2階

ぐんま暮らし支援センター  農  林  定  求 080（8870）2756 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

埼玉県 住むなら埼玉移住サポートセンター  農  林  定 090（1559）4781 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

神奈川県 ちょこっと田舎・かながわライフ支援センター  農  漁  定  求 070（4127）5905 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

山梨県 やまなし暮らし支援センター  農  林  定  求 03（6273）4306 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

やまなしＵ・Ｉターン就職情報コーナー大阪  農  林  求 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第３ビル21階　山梨県大阪事務所内

富山県 富山くらし・しごと支援センター　大手町オフィス  求 0120（108）250 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナJOB HUB SQUARE 3階 地方創生ラウンジ内

富山くらし・しごと支援センター　有楽町オフィス  定 080（8870）2456 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

石川県 いしかわ移住UIターン相談センター  農  林  漁  定  求 03（6734）1497 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループ本部内

いしかわ移住UIターン相談センター（ILAC東京）  農  林  漁  定  求 090（1541）8786 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

いしかわ移住UIターン相談センター（ILAC大阪）  農  林  漁  定  求 06（6809）7603 大阪府大阪市北区西天満4-14-3　リゾートトラスト御堂筋ビル２階 石川県大阪事務所内

福井県 ふるさと福井移住定住促進機構　東京オフィス  農  林  漁  定  求 03（6273）4322 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

ふるさと福井移住定住促進機構　大阪オフィス  農  林  漁  定  求 06（6226）1688 大阪市中央区瓦町2-2-14　福井県大阪事務所内

長野県 長野県移住・交流センター  農  林  定  求 03（6274）6016 東京都中央区銀座5-6-5　NOCOビル４階

信州暮らしサポートデスク  農  林  定  求 080（7735）3992 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

岐阜県 清流の国ぎふ　移住・交流センター  農  林  定  求 080（7749）3317 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

三重県 ええとこやんか三重　移住相談センター  農  林  漁  定  求 080（9512）5093 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

新潟県 にいがた暮らし・しごと支援センター　表参道オフィス  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーナー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（5419）8609 東京都港区芝5-35-3 
まちむら交流きこう  広報情報センター部〔農林漁業体験の情報提供〕 03（4335）1982 東京都千代田区神田東松下町45　神田金子ビル 5 階
移住・交流推進機構（JOIN） 03（3510）6581 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階
大阪ふるさと暮らし情報センター 06（4790）3000 大阪市中央区本町橋2-31　シティプラザ大阪１階　大阪ふるさと暮らし情報センター内

地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
ふるさと愛媛Uターンセンター  就 089（913）8686 松山市湊町3-4-6　松山銀天街GET！４階

高知県 （一社）高知県移住促進・人材確保センター  定 088（823）9336 高知市本町4-1-32　こうち勤労センター５階

〃  就 088（855）7748 〃
福岡県 ふくおかよかとこ移住センター福岡窓口  定  就 092（712）2325 福岡市中央区天神1-4-2　エルガーラオフィス12階（福岡県若者しごとサポートセンター内）
佐賀県 さが移住サポートデスク  定  就 0952（25）7551 佐賀市城内1-1-59　新館１階
長崎県 ながさき移住サポートセンター（長崎本部）  定  就 095（894）3581 長崎市尾上町3-1　県庁舎内4階
熊本県 くまもと移住定住支援センター熊本窓口  定 096（333）2181 熊本市中央区水前寺6-18-1

熊本県ＵＩＪターン就職支援センター熊本窓口  就 0120（827）867 熊本市中央区水道町8-6　朝日生命熊本ビル1階くまジョブ熊本県しごと相談・支援センター内
大分県 おおいた産業人財センター  就 0120（119）201 大分市中央町3-6-11　ガレリア竹町内

おおいた暮らし相談窓口  定 097（506）2038 大分市大手町3-1-1　大分県庁舎本館3階
宮崎県 宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター宮崎本部  定  就 0985（27）3685 宮崎市錦町1-10　宮崎グリーンスフィア壱番館「KITEN」3階みやざきJOBパーク＋内
鹿児島県 鹿児島県企画部地域政策課  定 099（286）2424 鹿児島市鴨池新町10-1
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地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
にいがた暮らし・しごと支援センター　有楽町オフィス  農  林  漁  定 090（1657）7263 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

静岡県 静岡U・Iターン就職サポートセンター  農  林  漁  定  求 0800（800）6617 東京都品川区上大崎2-25-2　新目黒東急ビル６階　東海道シグマ東京支店内

“ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センター  農  林  漁  定  求 03（6206）3858 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

静岡市移住支援センター  農  林  漁  定  求 080（2125）1591 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

滋賀県 しがＩＪＵ相談センター  農  林  漁  定  求 090（2730）4793 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

京都府 京都府移住相談窓口（東京）  定 080（8504）9734 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

京都府移住相談窓口（大阪）  定 06（4790）3000 大阪市中央区本町橋2-31 シティプラザ大阪１階 大阪ふるさと暮らし情報センター内

兵庫県 カムバックひょうご東京センター  定 070（2646）9028 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

カムバックひょうごハローワーク  農  林  漁  求 070（4000）1713 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

奈良県 奈良まほろば館  定 03（5568）7081 東京都港区新橋1-8-4　SMBC新橋ビル1F・2F

和歌山県 和歌山県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内

わかやま定住サポートセンター（東京）  定 03（6269）9883 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構（東京）  農  林  漁  定  求 0120（372）315 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

（公財）ふるさと鳥取県定住機構（大阪）  農  林  漁  定  求 0120（928）480 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内

とっとり暮らしサポートセンター  農  林  漁  定 090（1657）7470 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  農  林  漁  定  求 0120（60）2357 東京都千代田区1-2-2　日比谷シャンテ地下１階 日比谷しまね館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  農  林  漁  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル６階 島根県広島事務所内

岡山県 おかやま就職応援センター東京オフィス  農  林  漁  定  求 03（6280）6951 東京都港区新橋1-11-7　新橋ｾﾝﾀｰﾌ ﾚ゚ｲｽ２階 「とっとり・おかやま新橋館」内

おかやま就職応援センター大阪オフィス  求 06（6131）6390 大阪市中央区今橋3-2-20　洪庵日生ビル２階 岡山県大阪事務所内

おかやま晴れの国ぐらし  農  林  漁  定  求 090（6344）1948 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー 22階 広島県東京事務所内

ひろしま暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（5873）3296 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 やまぐち暮らし東京支援センター  農  林  漁  定  求 03（6273）4887 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

やまぐち暮らし大阪支援センター  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪営業本部内

徳島県 徳島県東京本部徳島Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 03（5212）9022 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京本部内

住んでみんで徳島で！移住相談センター  農  林  漁  定  求 090（7720）7047 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

徳島県関西本部徳島Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県関西本部内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  林  漁  定  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内

うどん県・香川暮らし相談コーナー  定 080（2125）1634 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  林  漁  定  求 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 愛媛県東京事務所  農  定  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階

愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 080（7749）3244 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

愛媛県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 （一社）高知県移住促進・人材確保センター（東京）  農  林  漁  定  求 03（6206）1707 東京都千代田区内幸町1-3-3　内幸町ダイビル8階 

（一社）高知県移住促進・人材確保センター（東京）  農  林  漁  定  求 03（6273）4626 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

（一社）高知県移住促進・人材確保センター（東京／月曜・祝日のみ）  農  林  漁  定  求 03（3561）8417 東京都中央区銀座1-3-13 The ORB Premiere（高知県アンテナショップ「まるごと高知」地下1階）

（一社）高知県移住促進・人材確保センター（大阪）  農  林  漁  定  求 090（6887）9774 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階　高知県大阪事務所内

（一社）高知県移住促進・人材確保センター（大阪／毎月第４金土曜）  農  林  漁  定  求 088（823）9336 大阪市中央区本町橋2-31　シティプラザ大阪 1階　大阪ふるさと暮らし情報センター内

福岡県 ふくおかよかとこ移住相談センター東京窓口  農  林  漁  定  求 03（6273）4048 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

佐賀県 さが移住サポートデスク（東京）  農  林  漁  定  求 090（1657）8205 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

長崎県 ながさき移住サポートセンター  農  林  漁  定  求 080（7735）3852 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 くまもと移住定住支援センター東京窓口  農  林  漁  定  求 080（2125）1656 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

くまもと移住定住支援センター大阪窓口  農  林  漁  定  求 090（9288）0046 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 大分県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（6862）8787 東京都中央区銀座2-2-2　ヒューリック西銀座ビル6階

おおいた暮らし相談窓口  農  林  漁  定  求 080（7731）8944 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（東京支部）  農  林  漁  定  求 03（6273）4200 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館８階　ふるさと回帰支援センター内

宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（大阪支部）  農  林  漁  定  求 06（6348）3835 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 

宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（福岡支部）  農  林  漁  定  求 092（724）6234 福岡市中央区天神2-12-1　天神ビル8階　

鹿児島県 鹿児島県ふるさと人材相談室（東京）  農  林  定  求 03（5212）9062 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 鹿児島県東京事務所内

かごしま「よかとこ」暮らし支援センター  定 080（7731）7915 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

鹿児島県ふるさと人材相談室（大阪）  農  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
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都道府県 都道府県別相談窓口 電話番号

北海道
（公財）北海道農業公社 
（北海道農業担い手育成センター）

011（271）2255

青森県 （公社）あおもり農業支援センター 017（773）3131

岩手県
岩手県農業経営・就農支援センター就農サポート 

（岩手県庁農林水産部農業普及技術課）
019（629）5654

宮城県
宮城県農業経営・就農支援センター 

（（公社）みやぎ農業振興公社）
022（342）9190

秋田県 秋田県農業経営・就農支援センター（（公社）秋田県農業公社） 018（893）6212

山形県
山形県農業経営・就農支援センター

（（公財）やまがた農業経営・就農支援センター）
023（641）1117

福島県
（一社）福島県農業会議 
（公財）福島県農業振興公社就農支援センター

024（524）1201 
024（521）9848

茨城県 （公社）茨城県農林振興公社 029（350）8686

栃木県
とちぎ農業経営・就農支援センター 

（（公財）栃木県農業振興公社）
028（648）9515 
028（648）7270

群馬県
群馬県農業経営・就農支援センター 

（（一社）群馬県農業会議内）
027（280）6171

埼玉県 （公社）埼玉県農林公社 048（559）0551

千葉県 千葉県農業者総合支援センター 0800（800）1944

東京都
（公財）東京都農林水産振興財団 
（一社）東京都農業会議

042（528）1357 
03（3370）7145

神奈川県
（一社）神奈川県農業会議
神奈川県立かながわ農業アカデミー

045（201）0895
046（238）5274

新潟県
新潟県担い手支援センター（（公社）新潟県農林公社） 

（一社）新潟県農業会議
025（281）3480 
025（223）2186

富山県 富山県農業経営・就農サポートセンター 076（441）7396

石川県 （公財）いしかわ農業総合支援機構 076（225）7621

福井県
（一社）福井県農業会議 
（公社）ふくい農林水産支援センター

0776（21）8234 
0776（21）8311

山梨県 （公財）山梨県農業振興公社（山梨県就農支援センター） 055（223）5747

長野県 （公社）長野県農業担い手育成基金 026（236）3702

岐阜県 （一社）岐阜県農畜産公社（ぎふアグリチャレンジ支援センター） 058（215）1550

静岡県
静岡県農業経営・就農サポートセンター 

（（公社）静岡県農業振興公社内）
054（250）8989

愛知県
愛知県立農業大学校　企画研修部就農企画科 

（農起業支援ステーション）
0564（51）1034

三重県 （公財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226

滋賀県
滋賀県就農相談センター 

（（公財）滋賀県農林漁業担い手育成基金）
077（523）5505

京都府 農林水産業ジョブカフェ 075（682）1800

大阪府
大阪農業つなぐセンター

（大阪府環境農林水産部農政室推進課経営強化グループ内）
06（6210）9596

兵庫県 ひょうご就農支援センター 078（391）1222

奈良県 奈良県農業経営・就農支援センター 0742（27）7419

和歌山県
わかやま農業経営・就農サポートセンター

（和歌山県経営支援課）
073（441）2932

鳥取県 鳥取県農業経営・就農支援センター 0857（26）7262

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業 ●新規就業希望者の相談窓口
　全国新規就農相談センター　〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
　中央労働基準協会ビル2階　（一社）全国農業会議所内
　TEL：03（6910）1133（相談用）　https://www.be-farmer.jp

都道府県 都道府県別相談窓口 電話番号
島根県 （公財）しまね農業振興公社 0852（20）2872

岡山県
岡山県農業経営・就農相談センター 

（（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団）
086（226）7423

広島県
広島県農業経営・就農支援センター 

（広島県就農支援課）
082（513）3531

山口県 山口県農業経営・就農サポートセンター 083（933）3375

徳島県
（一社）徳島県農業会議 
（公財）徳島県農業開発公社

088（678）5611 
088（624）7247

香川県
（公財）香川県農地機構
（一社）香川県農業会議

087（816）3955
087（813）7751

愛媛県 （公財）えひめ農林漁業振興機構 089（945）1542

高知県 高知県新規就農相談センター 088（824）8555 

福岡県
（公財）福岡県農業振興推進機構 
（一社）福岡県農業会議

092（716）8355 
092（711）5070

佐賀県 さが農業経営・就農支援センター 0952（20）1590

長崎県 長崎県新規就農相談センター 0957（25）0031

熊本県
熊本県農業経営・就農支援センター 

（熊本県新規就農支援センター）
096（385）2679

大分県 （公社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400

宮崎県 （公社）宮崎県農業振興公社 担い手支援課 0985（51）2631

鹿児島県
（一社）鹿児島県農業会議 
（公社）鹿児島県農業・農村振興協会

099（286）5815 
099（213）7223

沖縄県 沖縄県新規就農相談センター 098（882）6801

◎全国新規就農相談センター 
　東京都千代田区二番町 9-8 中央労働基準協会ビル 2 階

（一社）全国農業会議所内
  03-6910-1133【平日 : 10 時～ 17 時】

　HP: https://www.be-farmer.jp/

◎移住・交流情報ガーデン
　東京都中央区京橋 1丁目 1-6 越前屋ビル 1階
　【平日 :11 時～ 21 時 / 土日祝日 :11 時～ 18 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 休館日 : 月曜日】

　HP: https://www.iju-join.jp/join/iju_garden/index.html

相談予約はコチラ



20No.42  2022  冬号

●地域の林業について情報を集める
都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号
北海道 北海道森林整備担い手支援センター 011（200）1381

青森県 青森県林業労働力確保支援センター 017（732）5288

岩手県 岩手県林業労働力確保支援センター 019（653）0306

宮城県 宮城県林業労働力確保支援センター 022（217）4307

秋田県 秋田県林業労働力確保支援センター 018（864）0161

山形県 山形県林業労働力確保支援センター 023（666）6348

福島県 福島県林業労働力確保支援センター 024（521）3270

茨城県 茨城県林業労働力確保支援センター 029（225）5949

栃木県 栃木県林業労働力確保支援センター 028（624）3710

群馬県 群馬県林業労働力確保支援センター 027（386）5901

埼玉県 埼玉県林業労働力確保支援センター 0494（25）0291

千葉県 千葉県林業労働力確保支援センター 0438（60）1521

東京都 東京都林業労働力確保支援センター 042（528）0643

神奈川県 神奈川県環境農政局緑政部森林再生課林業振興グループ 045（210）4342

新潟県 新潟県林業労働力確保支援センター 025（285）7712

富山県 富山県林業労働力確保支援センター 076（441）6747

石川県 石川県林業労働力確保支援センター 076（237）0121

福井県 福井県森林整備支援センター 0776（38）0345

山梨県 山梨県林業労働センター 055（242）6667

長野県 長野県林業労働力確保支援センター 026（225）6080

岐阜県 岐阜県林業労働力確保支援センター 0575（33）4011

静岡県 静岡県林業労働力確保支援センター 054（255）4485

愛知県 愛知県林業労働力確保支援センター 052（953）3608

三重県 三重県林業労働力確保支援センター 0598（48）1227

滋賀県 滋賀県林業労働力確保支援センター 077（522）0307

京都府 京都府林業労働力確保支援センター 075（821）9277

大阪府 大阪府林業労働力確保支援センター 06（6685）3101

兵庫県 兵庫県林業労働力確保支援センター 078（361）8010

奈良県 奈良県林業労働力確保支援センター 0744（26）0202

和歌山県 わかやま林業労働力確保支援センター 0739（83）2022

鳥取県 鳥取県林業労働力確保支援センター 0857（28）0123

島根県 島根県林業労働力確保支援センター 0852（32）0253

岡山県 岡山県林業労働力確保支援センター 086（230）7444

広島県 広島県林業労働力確保支援センター 0826（72）7833

山口県 山口県森林整備支援センター 083（932）5286

徳島県 徳島県林業労働力確保支援センター 088（676）2200

香川県 香川県林業労働力確保支援センター 087（861）4353

愛媛県 愛媛県林業労働力確保支援センター 089（934）6153

高知県 高知県林業労働力確保支援センター 0887（57）0366

福岡県 福岡県林業労働力確保支援センター 092（712）1443

佐賀県 佐賀県林業労働力確保支援センター 0952（20）0084

長崎県 長崎県林業労働力確保支援センター 0957（25）0184

熊本県 熊本県林業労働力確保支援センター 096（340）1151

大分県 大分県林業労働力確保支援センター 097（546）3009

宮崎県 宮崎県林業労働力確保支援センター 0985（29）6008

鹿児島県 鹿児島県林業労働力確保支援センター 0995（54）3131

沖縄県 沖縄県林業労働力確保支援センター 098（987）1804

林林林林林林林林林林林林林林林林林業業
●新規就業希望者の相談窓口
　全国森林組合連合会
　〒101-0044　東京都千代田区鍛治町1-9-16 　
　丸石第2ビル6F
　TEL：03（6700）4738
　https://www.nw-mori.or.jp/
　https://www.ringyou.net/

●沿岸漁業

地域 都道府県別相談窓口 電話番号
北海道 北海道漁業就業支援協議会 011（280）3007

東北 青森県漁業協同組合連合会 017（722）4218

岩手県漁業担い手育成基金 019（626）3063

宮城県漁業就業者支援協議会 0225（21）5740

秋田県漁業協同組合 018（845）1311

山形県漁業協同組合 0234（24）5612

関東 茨城県漁業就業支援協議会 029（301）4075

千葉県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 043（242）6858

東京都漁業協同組合連合会 03（3458）4161

神奈川県漁業協同組合連合会 045（773）8877

北陸 新潟県漁業協同組合連合会 025（243）3681

富山県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 076（441）6115

石川県漁業協同組合 076（234）8815

福井県漁業協同組合連合会 0776（24）1203

中部 静岡県漁業協同組合連合会 054（254）6011

愛知県漁業協同組合連合会 052（971）3501

三重県漁業協同組合連合会 059（228）1205

近畿 大阪府漁業協同組合連合会 072（422）4763

滋賀県漁業協同組合連合会 077（524）2418

京都府漁業協同組合 0773（77）2202

和歌山県漁業協同組合連合会 073（431）5101

兵庫県漁業協同組合連合会 078（940）8013

中国 鳥取県漁業協同組合 0857（28）0111

漁業協同組合 JF しまね 0852（21）0001

島根県漁業担い手確保・育成支援協議会 08514（2）1832

岡山県漁業協同組合連合会 086（262）4443

広島県新規漁業就業者支援協議会 082（278）5588

山口県漁業協同組合 083（261）6612

四国 徳島県漁業協同組合連合会 088（636）0513

香川県漁業協同組合連合会 087（825）0351

えひめ漁業担い手確保促進協議会 089（933）5115

高知県漁業就業支援センター 088（824）0379

九州 福岡県水産団体指導協議会 092（713）1162
佐賀県漁業就業者支援協議会 0955（58）8015

長崎県漁業協同組合連合会 095（829）2413

熊本県漁業就業支援協議会 096（329）8800

大分県漁業協同組合 097（532）6611

宮崎県漁村活性化推進機構 0985（75）0022

鹿児島県漁業協同組合連合会 099（813）0026

沖縄県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 098（860）2600

●沖合・遠洋漁業
（一社）全国漁業就業者確保育成センター 03（6450）4666

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁業業
●新規就業希望者の相談窓口
　一般社団法人　全国漁業就業者確保育成センター
　〒141-0021　東京都品川区大崎2-15-19
　MG目黒駅前ビルR523
　TEL：03（6450）4666
　http://www.ryoushi.jp/



・林業で働くためのステップと支援内容、
　移住相談
・フォレストワーカーと語る！
　林業の魅力と日々の暮らし

・VRシミュレーター体験、
　ハーベスタシミュレーター体験、
・個別相談（希望者）

▲VRシミュレーター体験の様子

直井涼亮さん（芳賀地区森林組合） 三森翔さん（那須町森林組合）
栃木県真岡市出身。
高校在学中から林業に興味を持っており、
山形県立農林大学林業経営学科へ進学。
その後、地元栃木県に戻り、令和４年４月
に就業。趣味は釣りと猫。

埼玉県出身。
就業して８年目、林業機械のオペレーター
として活躍中。
現在は家族で那須町に移住。
趣味は海釣り。

表３
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